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所沢市は持続可能な開発目標（SDGs）に取り組みます。

【自治会の紹介】
　私たちは、支え合
い「お互いさま」の
精神で活動する自
治 会でありたいと
思っています。
　「自ら参加して決
める」自治の原点に
戻り、人々の絆を実
感できる「共助のま
ちづくり」の担い手
として、誰もが安心
して快適に暮らす地
域の形成を目指して
います。

【活動事例の概要】
　役員の高齢化や自治会加入率の減少、若い
世代の未加入問題の解決策として、自治会の
デジタル化を促進している。アナログの回覧だ
と全戸に情報が行き届くまでに日数を要するが、
デジタルの回覧（自治会の LINE グループによる
回覧）だと瞬時に情
報共有ができる。
　また、防災訓練や
会合などもオンライン
化することで、時間や
場所を選ばずに自治
会活動へ参加できる
効果がある。地域の
中学生からも自治会の
LINEを見ているとの声
も届いており、デジタル化がコミュニティの拡
大に繋がっている。

【自治会長の思い】
◆会長にとって自治会活動とは？
　『ひとりぼっちをつくらない・させないこと』
をモットーに、孤独死・自死を防ぎたいです。
電話や手紙でもらえる御礼の言葉が活動の喜
びとなっています。
◆今後どのような自治会にしたい？
　自治会活動が曲がり角に
立っており、活動の活性化と
現役世代でも活動に参画でき
る仕組みが必要です。いざと
いう時の自助・共助体制の充
実のためにも若い力は必要で
あり、若い人と共に活動をし
ていきたいです。そのために
も手を煩わせない工夫（会費
などのコンビニ払いやキャッ
シュレス払い）が今後重要です。

新所沢団地自治会 
　　古屋会長

自治会活動のデジタル化自治会活動のデジタル化

　自治会・町内会は地域の課題を解決し、暮らしやすい
地域づくりのために、独自にさまざまな活動をしていま
す。そんな中から２つの活動事例をご紹介します。

　自治会・町内会を応援するた
め、市では、「所沢市地域がつな
がる元気な自治会等応援条例」
を制定しています。応援活動の
一つとして、市の職員による「自
治会・町内会応援団」を結成。
ボランティアスタッフとして自
治会・町内会の夏祭りに参加し、
地域活動を実際に体験しながら
応援しています。出店の販売の
お手伝い、お神輿の担ぎ手など、
応援する活動はさまざま。職員
それぞれが、地域を盛り上げる
ための力になりたいという思いで
活動しています。

　同じ地域に住み、ご近所さ
んとなったのも何かの縁。顔
見知りになっているだけでも、
災害時などのいざというとき
には、とても心強いものです。
　できるときに、できること
に参加するだけでも大丈夫。
安心して暮らせる地域をつく
るためには、あなたの力が必
要です。
　みんなで協力し、支え合い
ながら、今よりもさらに住み
やすい地域をつくっていきま
せんか。

◆自治会・町内会に加入する
にはどうしたらいいの？
　自治会・町内会には誰でも
加入することができますし、
一度辞めても再加入すること
もできます。まずはお隣さん
やご近所さんや、お住まいの
地域の自治会・町内会の役員
を知っている場合は役員さん
に、相談してみてください。
　お住まいの地域の自治会・
町内会が分からない場合は、
お気軽にお問い合わせくださ
い。あなたの加入と参加をお
待ちしています♪

▲職員も夏祭りに参加
（上岩岡自治会夏祭り）

▲公式 LINE グループを
作成

【自治会の紹介】　
　第二つばき苑自
治 会 は 創 立 51 年
を迎え、昨年度は

「50 周年記念ペア
マグカップ」を会
員全戸 146 世帯に
配布しました。昭
和 60 年 12 月に所
沢市地区計画区域
に加盟し、環境の
良いまちづくりに
励み、自治会加入
率は 100％を維持
しています。

【活動事例の概要】
　近年、空き家が目立つようになり、防犯が
課題になっている。加えて近くのコインパー
キングが閉鎖し、路上駐車が増加しており、
歩行者に危険が及ぶことが問題視されている。
これらの悩みを解消するために、「空き家駐
車場の活用」を実施している。空き家の所
有者に敷地内駐車場
の自治会での利用を
お願いをするととも
に、使用貸借契約を
交わしている。利用
の用途は、親戚・友人、
リフォーム工事車両
など。この取り組み
で違法駐車を減らし、地域の防犯対策と空き
家の維持管理をすることで、安全安心な地域
づくりを目指している。

【自治会長の思い】
◆会長にとって自治会活動とは？
　地域の皆さんに喜んでもらえることや笑顔
がやりがいで、次の活動を考えるモチベー
ションになっています。モットーは、『手を
抜けるところは抜いて全力で取り組むこと』
◆今後どのような自治会にしたい？
　一人住まいの高齢者の面
倒を誰が見るのか？という
問題意識があります。高齢
者へのケアを大切にして、
地域内でしっかりとコミュ
ニケーションを図ることで、
孤立を作らない、あたたか
い地域を作りたいです。自
治会活動は自分の人生の経
験を活かせる一番身近な活
動です。

第二つばき苑自治会 
　　　篠崎会長

空き家の有効活用と空き家の有効活用と
　　　　　      路上駐車削減　　　　　      路上駐車削減

▲空き家の駐車場を活用
▲「根っから地域活
動が好きだったの
かも」と活動当時
の思いを振り返る

▲「一人の 10 歩
より 10 人の一歩
から」を胸に日々
活動している

◀自治会・町
内会の詳細は
こちら

自治会 ・ 町内会は自治会 ・ 町内会は
こんな活動にも取り組んでいますこんな活動にも取り組んでいます

身近な絆に身近な絆に
あなたも参加しませんかあなたも参加しませんか

職員も自治会 ・ 町内会活動を職員も自治会 ・ 町内会活動を
応援しています！応援しています！


